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担当委員会は文教福祉常任委員会副委員長。
他に議会だより編集委員長、議会運営委員会
委員、等で活動しています。

☆「第12回市政報告会」を開催します。
日時：平成30年11月3日(土)、午前10:00～

場所：みどりが丘自治会館
※どなたでもご参加いただけます。

大網白里市議会議員 もりもり働く、森けんじ！

積水ハウス株式会社様提案資料より
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みどりが丘市有地に、「子育て交流センター」整備決定！

11/3市政報告会で、資料を基に、この事業の説明を致します。



平成３０年１０月（第１４号）
発行人： 森 けんじ
299-3255 大網白里市みどりが丘３－１１－２
電話とファックス：０４７５－５１－１４７８
http://www.morikenji.net/ (メールもHPからどうぞ)

今会期から、一般質問時にプロジェクターとスクリーンを実験的に導入させて頂きます。企業等では一般的に使われる物です
し、言葉だけでは伝わらない事が写真一枚で伝わる事もあるのではないでしょうか。今後も新しい手法について、取り扱いに十
分注意して、皆様と相談しながら、活発で合理的な議会運営を皆様と目指します。
今議会では、みどりが丘市有地への「(仮称)子育て交流センター」建設工事に係る契約議案があります。住民が増えながら公
共施設が殆ど無い地区にコミュニティ醸成のきっかけを作る施策は正しいと考えます。住民の声を捉え、ぜひ暮らしやすいまち
づくりを目指しましょう。今後も特色のある元気な地方都市を目指して知恵を絞って参りましょう。
〇教育行政について
問、公立学校の通学路における安全確保。６月の大阪北部地震で市立小学校のブロック塀が倒れ、児童が亡くなるという痛ま
しい事件が起こった。文部科学省の通達により、全国の各市町村で通学路のブロック塀等の調査を実施中と聞きます。スライド
を見て下さい。市内の通学路の壁、今にも崩れそうです。調査状況は。
答、市内の公立学校,幼稚園のブロック塀等につき,文科省からの通知に基づき調査を行った所,増穂小,大網中,白里中及び白里
幼稚園で基準未満の物を確認しました。速やかに撤去や補修等の対策に着手し,９月中旬の完了に向け進めております。
通学路におけるブロック塀等については、教育委員会としても各学校に対して学区内の危険箇所の再確認の調査を指示し、
市民等から通報や連絡があった場合は適宜現地を確認し、児童・生徒への安全指導を徹底するよう要請しています。調査結果
の確認次第、対応方針を決定し、子供の安全確保を優先した通学路の安全性向上対策に鋭意取り組んで参ります。
問、小学生のランドセルの重さについて。某大学教授が都内での調査結果を３月に発表した。この10年間で「ゆとり教育」の影
響か教科書の頁数が概ね35％増え、最も重い子で9.7kg、軽い子でも5.7kg、平均7.7kgだったそうです。中には自分の体重の半
分近くの物を背負う子がいるとなると、発育への影響、また通学上での危険に繋がる。問題としてどの様に理解しているのか。
答、近年、児童のランドセルは重くなっていると認識します。一方で学習道具を持ち帰る事は、家庭学習
の充実や保護者が学習状況を把握する観点から不可欠です。学校や担任の判断により、持ち帰る必要
のない道具を置く場所を設けたり、持ち帰る道具を精選する等の配慮をしています。今後は国の動向等
を注視し、適切に対応して参ります。
※その他、(仮称)子育て交流センター整備事業について、小学生のICT教育(2020年からのプログラミン
グ教育の導入)、公立学校エアコン整備の状況、市職員の労働環境改善について問いました。

9月、平成30年第3回定例会での代表質問の内容（要約）

※次回の大網白里市議会は･･･
平成30年第4回定例会は平成30年11月16日(金)-12月6日(木)
まで開催予定です。ぜひ傍聴頂くかインターネット中継をご覧
ください。（一般質問は11/20(火)～22(木)を予定。詳しいスケ
ジュールは、市議会ホームページ等でご確認ください）

みどりが丘の「きららまつり」今年も無事終了。

☆教育行政について
公立学校の通学路におけるブロック塀の危険度の調査状
況、小学校「ゆとり教育」による教科書の紙面増加に伴うラ
ンドセルの重量化、ICT教育、エアコン導入状況、学校への
防災電源用ソーラーパネル導入について問い質しました。

☆市職員の労働環境について
市職員、先生方のワーク・ライフ・バランス、労働環境を確認。
膨張する事務作業への対応、繁忙期対策、災害時の体制構築
、相談業務（年金、福祉等）について現在の問題を確認、体制
のさらなる合理的な構築に向けて提言を行いました。

☆「（仮称）子育て交流センター」整備事業について
大網小学校の隣、みどりが丘市有地の一部を活用して「(仮称)子育て交流センター」造成が決定。◎児童館,◎学童保育◎放
課後子ども教室,◎地域子育て支援センター,◎交流スペース、の機能を有します。同時に駐車場、交流広場も造成予定。12月
より工事が始まり2019年12月に建物が完成、2020年4月から供用予定です。詳細な資料はみどりが丘自治会館にございます。
自治会の皆様には回覧済みです。尚、市では11月18日（日）13:30より、みどりが丘自治会館にて工事説明会を予定します。

大網駅～イオン間の道路は11/9（金）開通予定。

今会期から、一般質問時にプロジェクターを本市議場で初めて導入しました。（仮称）子育て交流センター、積水ハウス株式会社様提案書より

社協大網支部理事として「敬老の集い」お手伝い。

市内、通学路付近のブロック塀


